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和文要旨

白己がイメージする自分の年齢をt観年齢と定義し研究を行ってきた。日本人における頻11l1j像を[|lいた主観年齢
は総じて若年視の傾向がある。本研究では、自己若年視の要因として考えられる社会 ・文化的な要因を検討するた

めに、米国人に対して米国人両像を用いた評定課題を実施した。さらに、日本人に対して米国人画像を用いた課題

と、米国人に対して日本人画像を用いた課題も行い、評定課題における頻画像の国籍の要因についても検討を行っ

た。その結果、評定者および顔両像の国窮 ・文化が、日本および米国の違いに関わらず、宅観年齢は総じて負にシ

フトし、米同人においても自己若年視の傾向があることが確認された。さらに、日本人の結果と比較検討を行うと、

米国人男性は日本人男性に比べて自己若年視の傾向が弱いなどの結束が見られ、国籍や文化による影孵があること

も示された。また国籍が異なる頻画像を評定した場合には、分散は総じて大きくなるが評定平均値間には差がみら

れない傾向が確認された。本研究の結果、自己若年視は、日本および米国社会 ・文化に依らず袢遥的に起こる現象

であるが、その傾向のパターンは、頻両像の要因ではなく、評定者側の社会 ・文化的な要因によって異なる頼向が

明らかとなった。
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1. はじめに

人は対面的なコミュニケーションにおいて、顔

や声などの情報をもとに、相手の性別や年齢など

様々な属性を推定する。中でも年齢は、相手との

関係性を決定し、関係性にふさわしい態度や言葉

で接するための、非常に重要な情報の 1つとなる。

ところがわれわれはしばしば、相手の年齢を実年

齢より高く推定し、あとになって「もっと年上だ

と思ったのに・・・」と意外に感じることがある。

箪者らはこの「他人の顔は年上に見える」傾向

が、相手の年齢推定を誤ったのではなく、自己の

年齢を実年齢よりも若く知覚しているために引き

起こされた現象であると仮定し、研究を行ってき

たll l-(4 l。具体的には、まず被験者に実際の対面
的なコミュニケーション状況と同様に、呈示され

た他者顔が自分より年上か年下かの相対的な年齢

判断課題を行ってもらい、得られた評定値の分布

データから、「主観年齢」として定義される定量

的な値の算出を行った。その結果、 1)日本人の

主観年齢は総じて自己若年視の傾向があること、

2)加齢に伴い実年齢に近づくこと、 3)女性よ

り男性の主観年齢の方が低くなること、の 3点

が明らかとなった。

さらに、自己若年視傾向の要因として、自己の

顔イメージの記憶の要因と、地位や自信などの社

会心理的な要因の 2つがあることが示された。
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そこで本研究では、自己若年視傾向の要因につ

いて詳細検討を行うため、国際比較実験を行う。

米国人と日本人に上観年齢推定実験を実施し、結

果を比較することにより、社会心理的な要因につ

いて検討する。さらに、日本人に対して米国人画

像を用いた評定課題と、米国人に対して日本人画

像を用いた評定課題も行い、頻画像刺激による差

異についても検討を行う。

2. 先行研究

顔画像を用いた年齢推定課題についてはこれま

でに多く研究が行われている [5|-l9l。しかしこの

中で、 「他者の年齢を実年齢より高めに誤推定す

る傾向」（＝他者老年視）については、以前から

各方面で指摘されていたものの[l OI I l I]、研究の
対象とはされてこなかった。

一方、発達しヽ理学等では、自分がイメージする

自分自身の年齢を 「上観年齢」(Subjectiveage) 

と称して、関連研究が行われている Il 2]-[ 14]。
主観年齢にはさまざまな概念が含まれるが、代表

的なものには Barak,& Stern[ 13]が挙げた以下の

5つがある。

(l)同一化年齢 ：自分の主観的な年齢を「世代」

のどれかに位置づける。

(2)比較年齢 ：暦年齢と比べて、自分は若いか、

歳を収っていると感じるかを問う。

(3)感覚年齢 ：自分の感じている年齢を「数値」

で答える。

(4)認知年齢 ：実感年齢、外見年齢、行動年齢、

興味年齢の平均値を用いる。

(5)イメージ年齢：SD法を用いて 「中年」、「老人」、

「自分自身Jの3つのコンセプトを評定させ

る。

ここで注目すべきはいずれの主観年齢も、加齢

に伴い自分を年下に感じるようになる、すなわち、

自己芦年視（自己の年齢を実年齢よりも若く知覚

する）が進むことである。

筆者らはこの自己若年視傾向に注目し、先に述

べた他者老年視が、自己若年視によって相対的に

引き起こされた現象ではないかと仮定し、研究に

着手した。先行研究 [4lでは、 「相手が年下か年

上か」という相対的な年齢判断課題で得られたデ

ータに対して非線形回帰分析を適用し、評定者ご

との主観年齢を算出した。その結果、評定者ごと

の主観年齢シフ ト値に対して分散分析が適用で

き、主観年齢とプロフィール（性別および年齢層）

との閲連について明らかにした。結果から、全般

的な傾向として自己の若年視（言いかえれば他者

の老年視）が見出された。さらにプロフィール（性

別および年齢層）ごとでは、性別では女性よりも

男性の方が自己を若年視する傾向が見出され、年

齢層別では若年層が最も若年視する傾向が強く、

加齢に伴って実年齢へと近づくことなどが見出さ

れた（図 l)。

とりわけ若年庖ほど自己若年視が強いという、

従来の主観年齢とは全く異なった新しい尺度を抽

出できた可能性が示唆された（図 1)。この主観

年齢は、 「年上か年下か」のゼロクロス点を求め

る意味では 「同い年と感じる相手の実年齢」であ

り、 言わば＂相対的イメージ年齢＂とも表現すべ

きものである。
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図 1 評定者 ：日本人、画像：日本人の主観年齢

また、主観年齢には性差および年齢層による差

が存在するにも関わらず、その推定精度ば性別 ・

年齢屑によらず一定であることが明らかとなっ

た。

以 I::.の結果から、主観年齢に見られる自己若年

視傾向については、当初の 4つの仮説 [4]から以

下の 2要因に絞られた。

(l)白己の顔イメージの記憶による牽引。対面

的なコミュニケーション状況では、他者の

頻情報が常に現在のものであるのに対して、
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自己のものは過去の記憶を含めて構成され

ていること。

(2)年齢と社会心理的変数の関係。例えば、年

齢に伴う自信や社会的地位など。

なお、ここで 「自己若年視傾向」と述べている

が、先行研究の 5種類の主観年齢では、自己の

要因のみにより決まる自己若年視であることは明

らかである。しかし本論文で扱う主観年齢は、 他

者との相対で決まるため、 「他者老年視」の要素

が含まれてもおかしくない。現段階ではこれら 2

種類の要素を完全に切り離せていないため、包括

的な意味としての自己若年視傾伺であるとする。

本研究では、上記 2点と自己若年視傾向の関

連性について検討するために、米国人に対して主

観年齢推定実験を実施した。実験 lでは、米国人

に対して米国人の顔画像を用いた評定課題を実施

し、 国籍別（米国人と 日本人）の主観年齢を比較

する。さらに、評定課題に用いる米国人と日本人

の顔画像刺激による差異を考察するために、実験

且では、日本人に対して米国人画像を用いた評定

課題を実施し、実験mでは、米国人に対して日本
人画像を用いた評定課題を実施した。

3. 主観年齢推定実験の概要

実験手続きの詳細に関しては、これまで研究

|ll-|4lにおいて報告を行ったので、本研究ではそ

の概要について述べるにとどめる。本研究で行う

3つの実験について下記の通りとする。

［実験 l]米国人評定者に対して米国人画像を用

いた評定課題

［実験II]日本人評定者に対して米国人画像を用

いた評定課題

［実験m]米国人評定者に対して日本人画像を用

いた評定課題

3.1. 実験参加者

実験 lでは米国人評定者 130名（男性 58名、

女性 72名）、実験IIで日本人評定者 125名（男

性57名、女性 68名）、実験mでは米国人評定者
75名（男性 35名、女性40名）に評定課題を実

施した。各評定者は 25歳から 54歳の間である。

また米国人の対象は Caucasoid系米国人とし

た。米国は多人種国家であり、様々な文化様式が

混在する。Meissner[15]らの頻認知と人種に関

する先行研究では、他人種よりも同人種の顔の方

が認知しやすく、記憶しやすいことが示されてお

り、これを own-racebiasと呼んでいる。このよ

うな人種の違いによる条件差が生じないように、

特定の人種に限定した。またこれにより、対象と

する文化についても一定の限定がなされたと考え

られる。以降、 Caucasoid系米国人のことを便宜

的に米国人と記す。

3.2. 実験刺激

実験刺激と して用いる顔画像は、日本人、米国

人共に、 20歳から 59歳までの成人で、性別に

ついては、ほぼ均等数用意されている。これらの

画像は、性別ごとに 20歳から 59歳まで 5歳間

隔で年齢層にクラス化されており、各クラスには

5枚以上の顔画像が含まれている。また、各画像

は300X 350ピクセルのディジタル形式であり、

すべてカラー画像で保存されている（図 2)。

c
 

(a)米国人

(b)日本人

図2 顔画像の例 (25-29歳クラス）
（本人より許可を得て掲載）

3.3. 実験の手続き

実験参加者には、参加者の実年齢が属するクラ

スと上下のクラスについて顔画像が呈示される。

例えば、 32歳の男性評定者の場合、自身のクラ

スである 30-34歳の男性の顔画像を 5枚、その

前後のクラスである 25-29歳、 35-39歳の男性

の顔画像を 5枚ずつ、さらに女性の顔画像につ

いても同様の手続きで選択される。したがって、

実験参加者 1人当たり、 5枚 (1クラスあたり）

X 3クラス X 2性別で計30枚の顔画像が選択さ

れる。
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選択された顔画像を PCのディスプレイ tにラ
ンダムに呈示し、旱示された頻画像について「絶

対に年ヒ (2)」か、 「たぶん年上（l)」か、「どちら

とも言えない (O)」か、「たぶん年下 (-1)」か、「絶

対に年下 (-2)」かの 5段階で評定をもとめた。本

研究では、 上記のように 「自分よりも年上か年 F
か」といった相対的な年齢判断をもとめること

で、評定者自身の主観年齢を算出する。相対的な

年齢判断の場合、他者の年齢を直接推定する課題

とは恨なり、その推定に関する確信度は同年代周

辺において最もばらつきが生じると予想される。

このことから本研究では、得られる情報呈が最も

多いと考えられる同年代周辺の顔画像を選択する

こととした。

4. 主観年齢の推定法

x軸に実年齢差（＝顔画像一評定者の実年齢）、 Y

軸に頻画像への評定値をとると、右ヒがりの分布

がえられる。分布が右上がりであることは、実年

齢差の値が増加する（頻画像である他者の年齢が

年上である）にしたがって、評定者が顧画像は 「絶

対に年上（2)」であると評定する確信度も増加す

ることを意味する。本研究では、その確信度曲線

がえられた評定分布が、 2（絶対に年 1こ）‘-2（絶

対に年ド）の二値に収束し、単調増加性を持つ（右

上がり）と考えられるので、ロジスティック関数

によって近似できると仮定し、評定者ごとの分布

に対して非線形単回帰分析を適用した（図 3)。
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図3.非線形単回帰分析の適用例

一c 

本研究で扱うロジスティック関数は無限大小で

それぞれ 2,-2に収束するので、以下の式を仮定

する。
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y = 4 -2 
1 + exp(-a(x -b)) 

(J) 

ここで、パラメータ aは曲線の傾きを、パラメー

夕bはx軋1,との交点を表す。

非線形単回帰分析によりパラメータ a,bの値を

推定し、パラメータ bの値を評定者の 「主観年

齢シフト値J、実年齢に主観年齢シフ ト値を加え

た値を 「主観年齢」と定義する。図3に示され

ているように、例えば、ある評定者の回帰曲線の

パラメータ a,bの値がそれぞれ 0.90,-1.88と推

定された場合、その評定者の主観年齢シフ ト値は

-1.88歳となる。つまり、この評定者は、自己の

年齢を実年齢よりも 1.88歳 “若く＂知覚してい

ることを示している。全ての評定者に対して主観

年齢シフ ト値を算出した後、性別（男性、女性）

と年齢胴 (25-34歳：若年層、 35-44歳：壮年胴、

45-54歳 ：中年暦）によって 6群へと分類した。

推定された回帰由線の重決定係数に関して、モ

デルに令く当てはまらない（右閻 ドがりの）デー

タや、主観年齢シフ ト値の絶対値が上限を超える

ようなデータ等を排除するため、 重決定係数が極

端に低いデータ (R2< 0.1)を除外したデータセ

ット（実験 I: 89名分、実験且 ：84名分、実験皿：

58名分）を分析の対象とした。

5. 結果

5.1. 実験 l

実験 l（評定者 ：米国人、顔画像 ：米国人）の

結果を表 lおよび図 4に示す。性別や年齢／国に

関わらず、総じて主観年齢シフ ト値bが負である

ことより、日本人と同様に、米国人においても自

已若年視の傾向が示された。また、性別と年齢屁

を要因、主観年齢シフ ト値 bを従属変数として、

2 X 3の分散分析を行った結果、性別と年齢謄の

いずれにおいても主効果が有意でなかった。

次に、国籍間の主観年齢の差異について検討す

るために、先行研究から得られたデータ（評定者：

日本人、頻画像：日本人）を合わせて、性別と国

籍を要因として 2X 2の分散分析を行った。そ

の結果、要因間に交互作用が有意であった (F(l.

254) = 6.97, p < 01)。それぞれの要因について

単純主効果の検定を行った結果、日木人男性と米

国人男性の間に有意な差がみられた (F(l.254) = 

667. p <.05)。これは、米国人男性は、日本人
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男性と比較すると、自己若年視の傾向が小さくな

ることを示している。

5.2. 実験II

実験II （評定者 ：日本人、頻画像 ：米国人）の

結果を表 2および図 5に示す。結果より、日本

人は顔画像の日本および米国国籍に関わらず主観

年齢は負にシフ トすることが明らかとなった。ま

た性別と年齢胸を要因として 2X 3の分散分析

を行った結果、年齢層にのみ有意な主効果がみら

れ (F(2,78) = 6.33, p <.0 I)、交互作用はみられ

なかった (F(2,78) = 1.87. ns)。年齢胴につい

てTukey法による下位検定を行った結果、若年

靡と中年層の間に 5％水準で、また若年胴と壮年

層の間に 1％水準で、それぞれ有意な差がみられ

た。以上の結果より、日木人の自己若年祝傾向は、

顔画像の日本および米国国藉に関わらず生じるこ

とが明らかとなり、また、その傾向は加齢に伴い

実年齢に近づくことも示唆された。

さらに、先行研究から得られたデータ（評定者：

日本人、顔画像 ：日本人）を合わせて、性別と頻

両像の国籍を要因として 2X 2の分散分析を行

った結果、それぞれの要因の主効果、および交互

作用は有意でなかった。以上の結果より、先行研

究から明らかにされた主観年齢の傾向は、顔画像

の日本および米国国籍に関らず生じていることが

明らかとなった。

5.3. 実験Ill

実験rn（評定者 ：米国人、顔画像 ：日本人）の
結果を表 3および図 6に示す。性別と年齢層を

要因として 2X 3の分散分析を行った結果、年

齢層にのみ有意な主効果がみられ (F(2,52) = 

4.81, p <.05)、交互作用はみられなかった (F(2,

52) = 045, n.s.）。年齢屈について Tukey法によ

る下位検定を行った結果、若年層と中年磨の間に

1％水準で有意な差がみられた。

さらに実験Iから得られたデータ （評定者 ：米

国人、顔画像 ：米国人）を合わせて、性別と顔画

像の国籍を要囚として 2X 2の分散分析を行っ

た結果、要因間に有意な差はみられなかった。

5.4. 実験まとめ

上述の通り、全ての実験において主観年齢は総

じて負にシフトする傾向がみられたことから、自

己若年視の傾向は、評定者および顔両像の国籍 ・

文化が、日本および米国の違いに関わらず生じる

ことが示された。 しかしながら評定者間では、夷

性において日本人と米国人の間に主観年齢シフト

の程度の差がみられ、男性の間では国筍 ・文化に

よる程度の差が存在することが示唆された。顔両

像の国藉では、評定平均値間に有意な差がみられ

なかったが、国籍が異なる頻画像を評定した場合

には、下観年齢シフト値 bの分散が、総じて大き

くなる傾向が確認された。

表 1．実験 I （評定者 ．米国人、画像：米国人）

主観年齢シフト値bについての記述統計量

若年層 壮年層 中年層
ムe::,吾口t 

(25-34歳） (35-44歳 (45-54歳）

M -2.17 -I 13 -0 73 -1.32 

男性 SD (219) (2.88) (3 45) (2 88) 

N 10 15 10 35 

/~f -1 71 -2 70 -1.44 -1 90 
女性 SD (2.7 5) (2.73) (3 09) (2.8 7) 

.v 17 16 21 54 

2.0 

0

0

0

0

-

0

2

4

6

 

(q)
迦
士
い
ぶ
編
＃
瞬
州

-8.0 

I□男性 口女性 I

若年層 壮年層 中年層

(25-34歳） （35-44歳） （45-54歳）

図 4. 実験 I （評定者：米国人、画像：米国人）

性別および年齢層別の主観年齢

表 2. 実験II （評定者 ：日本人、画像 ：米国人）

主観年齢シフ ト値bについての記述統計量

右年層 壮年層 中年層
ムロ ＝ 計

(25-34歳） (35-44歳） (45-54歳）

M -4．93 -I 41 0 14 -2.85 
男性 SD (412) (481) (2 19) (454) 

N 17 10 7 34 

M -2 47 0.33 -1. 5 8 -1.32 
女性 ゆ (325) (3 62) (4.40) (3.83) 

.v 20 16 14 50 
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図5. 実験II （評定者：日本人、画像：米国人）

性別および年齢層別の主観年齢

表3. 実験rn（評定者：米国人、画像：日本人）
主観年齢シフト値bについての記述統計量

若年層 壮年層 中年層
ムロ；； ロt

(25-34歳） (35-44歳） (45-54歳
M -3.62 -0 32 -0.60 -1 41 

男性 SD (3 19) (131) (3 88) (3.42) 
N 7 6 11 24 
M -348 -I 62 034 -1.07 

女性 SD (410) (4-44) (3 09) (3.94) 
N ， 7 18 34 

2.0 

0

0

0

0

 

0
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図6.実験rn（評定者．米国人、画像：日本人）
性別および年齢層別の主観年齢

6. 考察

6.1. 若年視傾向の普遍性について

まず、 若年視傾向の一般的な要因について考察

する。本実験の結果からも示されているように、

評定者および顔画像の国籍 ・文化が、日本および

米国の違いに関わらず、主観年齢シフ ト値は総じ

て負であることが明らかとなった。国籍や文化に

関わらない、普遍的な自己若年視の傾向を生じさ

せる要因としては、自己の顔イメージの記憶によ

る牽引が挙げられる。前報 [4lで指摘したように、

自己（や既知の他者）の年齢推定プロセスでは、

記憶の中にある過去の顔イメージの累積情報が含

まれるのに対して、他者の年齢推定プロセスはコ

ミュニケーション時点における現時点での観察情

報のみから構成されている。構成された 「自己イ

メージ」が過去方向へと引きずられているにも関

わらず自己の年齢が知覚可能である場合、そのギ

ャップは相対的に他者の老年視として投射される

と推測できる。

また、 実験IIと先行研究、また実験Iと実験IIl

とにおいて評定の平均値間に有意な差はみられな

かったことから、自己若年視傾向を生じさせる要

因は、刺激となる頻画像にあるのではなく、評定

者側にある可能性が示唆された。評定者側にある

要因として挙げられるのは、先に述べた自己の顔

イメージの記憶による牽引の要因と社会心理的な

要因の 2つであるが、これらがどのような関係

にあり、またどのような方法でこれらの要因につ

いて分離 ・抽出するのかについては、今後の課題

として挙げられる。また、サンプリング数が十分

でないので、サンプリング数を増やすことについ

ても課題として挙げられる。

6.2. 社会心理的要因についての考察

次に、社会心理的な要因が自己若年視の傾向に

及ぼす影響について考察する。実験 Iの結果よ

り、米国人にも 自己若年視傾向が確認されたが、

米国人男性の主観年齢は日本人男性と比較して総

じて高くなる (0へと近づく）傾向が明らかとな

った。1)女性においては国籍間による有意な差

は見られなかったこと、 2) 日本人において性別

による差が存在すること、 3)米国人男性と日本

人男性で差がみられたことの 3点より、女性に

おける主観年齢シフ トを基準とすると、米国人男

性は主観年齢がより高く、日本人男性はより低い
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ことが見いだされる。以上の結果と、日本人では

顔画像の日本および米国国籍に関わらず主観年齢

が負の値を示したこと、またその傾向は加齢に伴

って弱くなっていくこと、の 2点を考え合わせ

ると、社会的な謙遜や地位などの社会心理的な要

因との関連性が示唆される。日本社会では米国社

会に比較して、社会生活において年長者に対する

謙遜的態度が必要とされ、特にその傾向は男性に

おいて顕著だと推測できる。謙遜を美徳とするか

しないかという文化的な要因が、未知の他者に対

する年齢推定に影響を与えていると考えられる。

6.3. 異国籍の年齢推定について

国籍と若年視傾向との間には以下のような関係

があることが明らかとなった。

(l)頻画像（評価対象）の日本および米国国籍

では、評定平均値間に有意な差はみられな

かった。

(2) しかしながら全体としては、分散の大きさ

に差がみられる傾向にあった。具体的には、

同国籍の人の評定の分散よりも他国籍の人

の評定の分散の方が高くなった。

評定平均値間に有意な差が見られなかったの

は、サンプル数が十分でなかった可能性もあるの

で、現段階では仮説に留まるが、 (2)の分散の

差は他国籍の人の年齢推定の困難さと関係する可

能性も考えられる。前に述べたように、他人種よ

りも同人種の顔の方が認知しやすく、記憶しやす

いという own-racebiasが知られている [15]。本

研究では、評価者を Caucasoid系米国人と限定し

ているため、年齢推定の困難さが国籍 ・文化の要

因によるものなのか人種の要因によるものなの

か、現段階では切り分けることはできない。ただ

し年齢推定においても own-racebiasが働く可能

性が示唆された。今後、日本人と同人種かつ異国

籍である韓国人などを対象として実験を実施する

ことで、両者の切り分けを検討する。

7. おわりに

本研究では、主観年齢推定実験において、米国

人と日本人の結果を比較することで、自己若年視

を生じさせる要因について検討した。その結果、

以下のことが明らかとなった。
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(1)評定者および頻画像の国籍 ・文化が、日本

および米国の違いに関わらず、主観年齢は

総じて負にシフ トした。米国人にも自己若

年視傾向がみられた。

(2) 日本人男性は米国人男性と比べて、主観年

齢の値が顕著に低い。

(3)頻画像（評価対象）の国籍の違いと、主観

年齢の間には、あまり関連性が見られなか

った。

(4)同国籍の人の評定結果よりも、他国籍の人

の評定結果の方が分散の値が高い傾向にあ

った。

本研究の結果より、自己若年視傾伺の要因とし

て、（1)自己の顔イメージの記憶による牽引に

基づいた、人種や国籍に関わらない普遍的な要因、

(2)謙遜的態度や社会的地位を重んじる文化的

要因、またはそれに伴う自信などの社会心理的要

因、であることが示唆され、また自己若年視の傾

向は、（3)顔画像刺激の物理的特性の要因では

なく、評定者側の内的特性に基づく可能性が示唆

された。

主観年齢に関わる心理的諸特性を明らかにする

ことは、頻研究やヒューマンマシンインタラクシ

ョン等において年齢推定や年齢認知に関わる精度

向上に貢献すると思われる。また主観年齢は自己

イメージであり、自己イメージのメカニズムを知

ることにより、自己啓発 ・接客 ・顧客サービスと

いった社会心理的な応用分野へ展開することも考

えられる。さらに国際比較のような文化的影響の

考察は、他のさまざまな心理尺度のメカニズム解

明にも有用である。とくに主観時間や主観距離と

いった新たな 「主観の客観化」の研究等において

も、興味深い知見をもたらしてくれるものと期待

できる。

今後の課題としては、国籍 ・文化が、日本およ

び米国の違いに関わらず主観年齢は負にシフ トし

たので、自己の顔イメージの記憶による牽引の要

因について詳細に検討していく 。この点について

は、自己の顔画像と他者の頻画像の比較実験（ど

ちらが年上に見えるか）と他者と他者の顔画像の

比較実験を検討している。さらに、日本人と同人

種かつ異国籍で、謙譲の文化がある韓国人を対象

とした実験も検討している。また、他の年齢層に
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ついても白己若年視の傾向が確認されるか、白己

若年視と他者老年視の各要因を切り分ける方法論

の確立など、残された課題を検討しつつ、客観年

齢（他者からの評定年齢）や女性における化粧の

効果などについても、検討していきたいと考えて

いる。
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英文要旨

We have studied the perception of one's own age as "subjective age". The subjective age estimated by 

Japanese using facial images generally tended to be younger. In this paper, we focused on socio-psychological 

effects suggested as the factor of the younger identity on the subjective age perception, and carried out 

estimation experiments to Americans using American facial images. In addition, we experimented on Japanese 

using American facial images and on Americans using Japanese facial images. As a result, subjective age was 

generally confirmed to tend to be in negative direction, despite the differences of nationality and cultures of 

estimators and facial images. And it showed that Americans also perceive themselves as younger. Moreover, it 

was indicated that there are various effects by nationality and culture, such as because American male don't 

show the tendency of the younger identity compared with Japanese male. Besides, in the case to estimate 

facial images of different nationality, the variance generally tended to be bigger, but the average was almost 

the same. This study suggests that the younger identity always occurs despite society and culture, except the 

tendency is not related to facial images but the social and cultural factors of estimators. 
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